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近年，デスクトップ型やノート型のパソコンと並んで，携帯性に優れた高機能な情報端末（以下，

教育用メディア端末と呼ぶ．）が開発されてきている．このような教育用メディア端末を活用すること

により，教室の内外を問わず授業での活用が可能となるだけでなく，家庭や地域においても学校と同

様の教材で学ぶことができるようになる．また，筆者は従来からアーカイブ手法を用いた学習者の目

的に応じた多視点映像教材を用いた授業の実践的研究を進めてきた．それは，小学校の授業を改善す

るためのものであり，そのために教育用メディア端末用の映像教材作成手法も開発してきた． 

文部科学省が４月に発表した教育の「情報化ビジョン」では，「教育用メディア端末がどのような

目的・場面で活用されることが適切かつ有効なのか，授業における指導に必要な機能は何なのか等に

ついて，十分な検討を行うことが重要となる．」と述べている．そこで，本研究においては，教育用メ

ディア端末の機能とその活用方法について調査したので報告する． 
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１．はじめに 
児童生徒の情報活用能力の育成及び各教科

等におけるＩＣＴを活用した確かな学力の育成

を図るため，「ＩＴ新改革戦略」（平成18年１月

IT戦略本部決定）等に基づき，学校のＩＣＴ環

境の整備や教員のＩＣＴ指導力の向上などを目

指した事業が進められている．その結果，整備

率や指導力は全般的には伸びてきているものの，

普通教室での日常的な授業における活用は遅れ

ており，その原因として機器の台数不足や準備

の煩雑さなどの課題があげられている． 

一方，技術の進歩により小型で軽量な教育用

メディア端末が開発されてきており，数年前の

パーソナルコンピュータ（以下，ＰＣとする）

に匹敵する性能を持つものもある．それらの機

器を有効に活用することにより，普通教室や屋

外等での学習活動において，前述の課題を克服

し，ＩＣＴを有効に活用できる可能性が広がっ

てきた．本研究では，教育用メディア端末の機

能分析を行い，教育のどのような場面で効果的

に利用することが可能かを検討する．また，新

しい機器を使用することによる新たな学習形態 

 

 

の提案を行う． 

 

２．教育用メディア端末の現状 

最新の「学校における教育の情報化の実態等

に関する調査結果（平成２１年度）（H22.3.1現

在）」によると，学校のＩＣＴ環境の整備状況は，

教育用コンピュータ１台あたり児童生徒6.4人

（平成２０年度7.2人）と前年度よりも改善さ

れている．普通教室については，校内LANの整

備は81.2％（平成２０年度64.0％）と前年度よ

りも進んでいるものの，電子黒板のある学校の

割合も 58.8％になりＩＣＴ環境は徐々に改善

されている状況であるが，全教室の整備にはま

だ充分ではない． 

教員のＩＣＴ活用指導力についても，前述の

調査において「授業中にＩＣＴを活用して指導

する能力」や「情報モラルなどを指導する能力」

等の質問項目に４段階評価で「わりにできる」

若しくは「ややできる」と回答した教員の割合

は，全般的には前年度よりも増加している．し

かし項目別に見ると，「児童生徒の知識を定着さ



せるため，ＩＣＴを活用して資料等を提示」が

５６．３％，「児童生徒がＩＣＴを活用してわか

りやすく発表・表現できるよう指導」が５４．

２％と低い結果となっており，授業の中でのＩ

ＣＴ活用が進んでいないことがわかる．本学の

講座の中で行った別の調査においても，授業に

おけるＩＣＴ活用が進まない理由の主要なもの

として，「準備に時間がかかりすぎる」と「機器

の台数が不足している」の２つがあげられてい

る．安価で手軽に使える機器を利用することが

できれば，飛躍的に授業におけるＩＣＴ活用が

進む可能性が考えられる． 

インターネットの利用を考える際，従来はＰ

Ｃからの利用を想定していた．しかし携帯電話

等の普及が進むとともに，携帯電話やタブレッ

トＰＣ等の情報端末からのインターネット利用

の割合が増加している．「平成２２年通信利用動

向調査」によると，情報端末からのインターネ

ット利用者は9,462万人でインターネット利用

者全体の 68.6%であり前年よりも増加している． 

全人口に対するインターネット利用者の割合を

世代別にみると，20～29歳では95.7%が情報端

末からインターネットを利用しており，ブロー

ドバンド（PC）からの利用者よりも多くなって

おり，今後ますます情報端末からのインターネ

ット利用者の増加が予想される． 

教育用メディア端末は，一般的にはタブレッ

トPCと呼ばれるノート型PCのような機器をさ

すが，本研究においては無線ＬＡＮ機能を備え

インターネット接続が可能な，スマートフォン

等の情報端末も含めて教育用メディア端末とし

て扱う． 

本研究では，教育用メディア端末を以下のⅠ

～Ⅲの３つのＯＳのタイプに大別して機能や活

用法の分析を行った． 

タイプⅠ  Windowsタイプ 

タイプⅡ  iOSタイプ 

タイプⅢ Androidタイプ 

すべてのタイプが，液晶ディスプレイと無線

ＬＡＮ機能を備えている．共通する特徴として

は，安価であること，小型軽量であること，堅

牢であること，即応性が高いことがあげられる．

価格については約２万円～約４万円程度と PC

に比べて安価であるため，同じ金額で多くの台

数を整備することができ，台数の不足という課

題解決につながる． 

教育用メディア端末では，家庭での個人使用

と異なり学校の情報環境を考慮することが重要

である．つまり，既存ＰＣや電子黒板など学校

の情報環境とシームレスであることが求められ，

また，従来の教育用コンテンツの利用，操作方

法等教育用ならではの配慮すべき機能がある．

そこで，小中高校の教員を対象に必要とされる

情報端末の機能を調査し，学校教育における活

用を念頭に置いた情報端末の必要な機能をまと

めた． 

 

３．教育用メディア端末に関する調査 

本調査は，本学の公開講座に参加している小

中高等学校の教員や将来教員を希望している学

生７９名を対象に，まずタイプⅠ～Ⅲの中でど

のタイプの教育用メディア端末が適しているか

について調査し，その理由を下記の内容で調査

した． 

（１）教育用メディア端末用のＯＳ（オペレー

ションシステム）として，どのようなＯＳが

適していると思われますか．（○印をつけて

ください） 

１．Windows（   ） ２． iOS（    ）  

３．Android（   ） 

 

（２）最近WindowsをＯＳにした情報端末が安

価で発売されました．つきましては，Windows

の教育用メディア端末のメリットについて，

当てはまるものを選んでください．(複数回

答) 

①学校で利用しているＯＳと同じなので操作が

しやすい．（操作性） 

②既存のソフト資産を活用することができる．

（活用性） 

③従来の教材の開発環境を生かすことができる．

（開発環境） 

④デスクトップＰＣの操作と同じなので，操作

の統一性がとれる．（統一性） 

⑤将来企業で使うＯＳはwindowsが多いので，

Windows 環境の情報端末は将来に役に立つ．

（将来性） 

⑥学校に導入されている情報機器には Windows

が多く，連携が容易となる．（連携性） 

⑦シームレスに従来のコンテンツを利用できる



環境（シームレス） 

 

（３）教育用メディア端末として利用するとき

に，どのような活用法が効果的であると思わ

れますか．（複数回答） 

①コミュニケーションを通じて協働して新たな

価値を生み出す教育（共同学習） 

②子どもたち一人一人の能力や特性に応じた学

び（個別学習） 

③子どもたち同士が教え合い学び合う協働的な

学び（協働学習） 

④分かりやすく深まる授業の実現（学習の深化） 

⑤一人一人の能力や特性に応じたきめ細かな指

導（教育の個別化） 

⑥学習内容を分かりやすく説明（分かる授業） 

⑦子どもたちの学習への興味関心を高める（興

味・関心） 

⑧繰り返し学習によって子どもたちの知識の定

着や技能の習熟（知識の定着） 

⑨子どもたちが情報を収集・選択・蓄積し，文

書や図・表にまとめ，表現したりする（プレ

ゼンテーション） 

⑩教員と子どもたちが相互に情報伝達（共同学

習） 

⑪子どもたち同士が教え合い学び合うなど双方

向性のある授業（コミュニケーション） 

⑫教員が子どもたちの学習履歴を把握したり分

析したりすること（学習履歴） 

⑬障がいの状態や特性等に応じて活用すること

により，各教科や自立活動等の指導において，

その効果を高めることができる（特別支援教

育） 

⑭学校で学んだことについて，家庭や地域にお

ける学習支援も可能となる（学習の連続） 

⑮情報社会におけるコミュニケーションの基本

的なルールやマナー，情報通信技術の安全で

適切な活用など，情報を活用する場面での基

本的な考え方や態度を育成（情報モラル） 

⑯観察・実験等の体験的な学習に加えて，簡潔

で分かりやすい音声・画像・動画等を合わせ

活用し，理解を進めること（学習の深化） 

⑰インターネット等を活用して，他校等の子ど

もたちと意見交換し，図書館・博物館などの

社会教育施設，研究機関，地域の人々等との

交流を図る授業を行うこと（コミュニケーシ

ョン） 

⑱子どもたちが情報端末を家庭に持ち帰ったり

することによって，学校外で他学年等の指導

内容の振り返りや予習，子どもたち一人一人

に応じた学習課題等の提示（学習の個別化） 

 

（４）教育用メディア端末に必要とされる機能

について当てはまるものを選んでください

（複数回答） 

①学習履歴の把握・共有等（学習履歴機能） 

②ネットワークを介した書き込みの共有（情報

共有機能） 

③音声の再生，動画，拡大等の機能（マルチメ

ディア機能） 

④教員と子どもたち又は子どもたち同士の間の

双方向性（双方向機能） 

⑤学習者用の情報端末や電子黒板等を無線 LAN 

でつなぎ，情報端末への書き込みを電子黒板

等において共有すること（無線LAN機能） 

⑥外部映像出力機能（外部出力機能） 

⑦バッテリーでの駆動時間が長い（長時間駆動

機能） 

⑧地図と現在の位置を示すことができる（ＧＰ

Ｓ機能） 

⑨映像・音声・静止画撮影・保存機能（記録機

能） 

 

（５）教育用メディア端末において教育的に留

意すべき事項として，大切なことを３つあげ

てください．（３つに○印を付けてください） 

①学校教育における活用を念頭に置いた情報

端末の開発（教育的） 

②無線LAN に対応したものであること（無線Ｌ

ＡＮ） 

③起動，終了が速やかになされること（クイッ

クＯＮ） 

④縦書き・横書きいずれでも対応可能であるこ

と（自由記述） 

⑤画面については，適度な大きさを有し，輝度

の調整が可能であること（画面の大きさ） 

⑥軽く持ち運びが可能であり，耐衝撃性が高い

こと（携帯性・耐久性） 

⑦バッテリーの連続稼働時間が長いこと（長時

間） 

⑧書き込みの認識精度が高いこと（認識精度） 



⑨タブレットペンである場合，ペンが握りやす

く，文字の太さの調節が可能であり，ペン先

と軌跡線が一致していること（ペンの精度） 

⑩子どもたちが安全な環境でウェブサイトを

検索できる機能（安全） 

⑪子どもたちがデジタルカメラやビデオ等を

活用して情報収集を行うことに資する機能

（情報収集） 

⑫リアルタイムで国内外の子どもたち同士や

学校・家庭相互のコミュニケーションを行う

とともに，学校と社会教育施設，研究機関，

地域間の交流を図ることなどができる機能

（交流） 

⑬子どもたちの学習履歴を把握・分析できる機

能（学習履歴の把握） 

⑭学習者用デジタル教科書や学習者用の情報

端末を制御する機能（制御） 

⑮学習者用の情報端末への書き込みを共有す

る機能（共有） 

⑯速度調整が可能な読み上げ機能に加え，画面

上で読み上げの位置をハイライトすることに

より示したり，必要な情報のみに制限したり

する機能．（制限機能） 

⑰背景色や文字色を調節する機能（文字色調整） 

⑱文字の拡大，フォントの変更及びそれに伴い

行間を拡大する機能（拡大機能） 

⑲文字に振り仮名を付ける機能（振り仮名） 

⑳読み上げ機能における文節や単語等で区切

る機能（文字区切り） 

㉑文字に動画や静止画，音声を関連付けられる

機能（マルチメディア） 

 

４．調査結果の分析 

（１）ＯＳの種類 

本調査では，小中高等学校の教員を主体に，

教育用メディア端末のＯＳについて質問した．

ＯＳについては企業や個人的に使う場合には良

いが，学校教育で使う場合には，地域や学校教

育全体において共通性が必要となる．特に，教

育用のメディア端末ではどのＯＳが適している

かについて設問したところ，図１のように現在

多くのタブレットＰＣで利用されているタイプ

Ⅱではなく，73.8％の教員がWindowsを適して

いるとの回答を得た． 

 

（２）Windowsのメリット 

それでは，何故 Windows が良いか．Windows

のメリットを聞いたところ図２のような回答を

得た． 

ここでは，学校で利用しているＯＳであるこ

と等既存のＰＣ等情報機器との整合性があるこ

とをメリットであると回答している．新しいＯ

Ｓを学校に導入することは，その機能が優れて

いたとしても操作指導などの点で難しい点が多

くなることを指摘している． 

 

図１ 教育用メディア端末のＯＳ 

 

図２ Windowsのメリット 

（３）効果的な活用法 

教育用メディア端末の効果的な利用法につ

いては，観察・実験等の体験的な学習に加えて，

簡潔で分かりやすい音声・画像・動画等を合わ

せ活用し，理解を進めることが，62.5％の教員

が効果的だと回答し，次に，興味関心，個別学

習，コミュニケーション，プレゼンテーション

に効果があると回答している． 

 

Windows, 
73.8 

iOS, 29.5 

Andoroid, 
11.4 

OS

操作性, 72.5 

活用性, 52.5 

開発環境, 

32.5 
統一性, 56.3 

将来性, 38.8 

連携性, 73.8 

シームレス, 

13.8 メリット



図３ 効果的な利用法 

（４）必用な機能 

教育用メディア端末に必要な機能として質

問すると次のような機能についての回答があっ

た． 

 記録機能すなわち，デジタルカメラや動画撮

影ができることは，教育用として実験や観察な

どの記録やプレゼンに必要な機能と回答してい

る．ここで，特筆することはＧＰＳ機能である．

取材活動の場面での利用の可能性として，地図

と連携し，アーカイブ的な記録のメタ情報とし

てＧＰＳ機能が必要であると回答している． 

学校では，教室外や校外での取材結果をグル

ープでまとめ，発表する学習活動がよく行われ

ている．このような活動は，活用や探究の能力

を育てるのに有効である．一般的には，現地で

取材した内容をワークシートに手書きで記録す

るとともに，デジタルカメラでの撮影やＩＣレ

コーダでの録音を行い，帰校後の授業でそれら

をＰＣに取り込み，文字を入力して整理すると

いうような流れで活動が進められている．実際

には写真の取り込みや文字の入力に多くの時間

が割かれ，様々な検討を加えてまとめるという

活動にまで及びにくい現状がある．このときに，

ＧＰＳ機能や記録機能，携帯性，長時間駆動機

能は重要な機能となる． 

 また，コミュニケーションでの利用は，文部

科学省の「教育の情報化ビジョン」でも，特に

強調されてきた活動である．他者と協同して取

り組む学習活動を行うためには，他人との意見

交換を効果的に行う必要がある．しかし，「他者

と協同して取り組む学習活動の実施を困難にす

る要因」として，「コミュニケーション能力の低

さ」，「自分たちの考えを交流するというよりも

発表するのが得意な生徒だけの一方的な話し合

いで終わってしまう」，「協同というより単なる

分担になる」，「時間の確保が困難である」「外部

との連携の難しさ」などがあげられ，充分な意

見交換の難しさがあらわれている． 

そこではＩＣＴを活用することにより，意見

交換をより効果的に行うことが可能となる．何

らかのテーマについてそれぞれの考えを話し合

う活動では，最初にそれぞれが自分の意見を発

表した上で，それに基づいて議論を行うスタイ

ルがよくとられる．この際，最初の意見表明に

ほとんどの時間を費やしてしまい，議論を深め

る十分な時間が無くなったり，遠慮して自分の

考えをほとんど言えない児童生徒が出てしまっ

たりすることが多い．そこで，ＴＶ会議機能等

を使って他の学校の児童生徒や専門家と意見交

流をすることにより，学習の深化とともに，よ

りコミュニケーション能力を育成することがで

きる．教室の機能を社会に拡張することが可能

になった． 

 
図４ 必要とされる機能 

 また，教育的に留意すべき事項として質問し

たところ，「子どもたちが安全な環境でウェブサ

イトを検索できる機能」で安全機能を第１にあ

げていた．この機能は，いわゆるフィルター機

能であるが，教育用メディア端末の単独で学校

外の無線ＬＡＮと繋ぐことも考えると，サーバ

ではなく，端末にフィルター機能が望まれる． 

 次に携帯性と耐久性が上位になってあげられ

ている．児童生徒１人に１台，またはグループ

に１台の機器を持たせ，子どもたち自身が能動

的にデジタル教材を閲覧する場面でも，教育用

メディア端末の利用が有効である．写真や動画
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を見ながら児童生徒が考えたり話し合ったりす

る学習や調べ学習には，ある程度の台数のＰＣ

が必要になる．コンピュータ教室での授業は可

能ではあるが，学校の規模によっては教室の利

用時間調整の困難さや教室移動の面倒さなどか

ら，日常的にはコンピュータ教室を利用してい

ない学校が多い現状がある．多数のＰＣを教室

に持ち込むのは困難であるが，教育用メディア

端末であれば搬入可能である．教員による教材

提示と同様の方法であらかじめデジタル教材を

保存しておくと手軽に利用できる．耐久性につ

いては，できれば１ｍ上から落としても破損し

ないＰＣというような耐久性を持った教育用メ

ディア端末が必要とされている． 

 
図５ 教育的に留意すべき機能 

 

６．おわりに 

教育用メディア端末の機能分析及び活用方

法の検討をとおして，教育用メディア端末の教

育利用には大きな可能性があるものの，現在流

通している機器そのままでは教育利用に適さな

い部分が多々あることもわかった．教育利用を

進めるためには，以下にあげる機能が重要であ

る． 

・映像・音声・静止画撮影・保存機能 

・音声の再生，動画，拡大等の機能 

・学習履歴の把握・共有等 

・長時間駆動機能 

・地図と現在の位置（ＧＰＳ機能） 

本調査では「教育用メディア端末を使うこと

による学習意欲の向上」を期待する意見がある

一方で，「教育用メディア端末を学校に持ち込む

ことによる遊びとの境界の不明瞭さ」を懸念す

る意見もあり，便利さだけでなく児童生徒の心

理面への影響にも配慮が必要である． 

本来であれば，学校での利用を想定した安価

な教育用メディア端末が開発されることが望ま

しいが，現状の教育用メディア端末は携帯電話

の通話料やゲームソフトのライセンス料などに

より開発費をまかなうことで本体の低価格化を

実現しているために，教育専用の機種の開発は

難しいかもしれない．しかし，教育用に必要で

あると考えられる上記の機能が，後継となる機

種に装備されるよう要望をあげていくことが実

現性の高い選択肢の一つではないかと考える． 

また，教材作成においても教育用メディア端

末の画面サイズや機能を想定した，教材コンテ

ンツの提供を行うことが重要である．特にウェ

ブページでの教材提供の際には，端末の種類に

関係なく閲覧が可能なページであることが必要

である．ＰＣに適したウェブページの作り方に

ついてのノウハウは既に定着しているが，教育

用メディア端末についてはまだ情報が少なく，

本研究で見えてきたノウハウをまとめる作業を

行っているところである． 

取材活動や意見交換といった他者と協同し

た学習活動についても，機器を導入することで

時間短縮はできるものの，活動をうまく設定し

ないと短縮した時間を有効に生かせないだけで

なく，使い方によっては顔を合わせてのコミュ

ニケーションの機会を失う危険性もあり，何を

ねらいとするかという学習活動自体の在り方が

重要であることも確認できた． 

子どもたちを取り巻く現在の状況からする

とやむをえないが，将来的に見ると普及率の高

さ等から考えてもユビキタスネットワークの端

末としての役割は大きく，教育用メディア端末

の有益で正しい使い方を情報教育の中で指導す

る必要性は高いと感じている．そのためには，

従来にも増してモラル面の克服も重要な課題で

あると考える． 

本研究にあたって，初等教育専攻の先生方の

大変なご協力に対し，厚く感謝の意を表します． 
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